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三
月
二
十
三
、
二
十
四
日

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
社
会

福
祉
は
、　
コ
ミ

ュ
ー
ン

の
独
立
採
算
制

岩

崎

恒

子

二
月
二
十
三
日
、
成
田
よ
り
十

一
時
間
余
り

の
空
の
旅
を
終
え
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ア
ル
ナ

ン
ダ
ー
空
港
に
着
く
。
機
内
よ
り
見
下
ろ
し
た

あ
ち
こ
ち
の
湖
は
凍

っ
て
い
た
が
、
外
は
思
っ

た
ほ
ど
寒
く
な
い
。
三
階
建
て
の
バ
ス
に
乗
り

三
〇
分
ほ
ど
で
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
旧
市
街
に

着
い
た
。

六
〇
年
か
け
て
造
ら
れ

一
七
五
四
年
に
完
成

し
た
と
い
う
王
宮
で
は
、
ち
ょ
う
ど
衛
兵
の
交

代
式
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
ス
ウ
エ
ー
デ
ン

王
室
は
、
十
三
年
前
に
第

一
子
が
王
位
継
承
者

と
な
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
、
次
は
女
王
様
と
な

る
、
と
の
話
に
日
本
の
皇
室
典
範
が
話
題
と
な
っ

た
。
古
い
教
会
や
民
家
の
建
つ
町
並
み
を
、
石

畳

の
感
触
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ホ
テ
ル
ヘ
の
道

を
歩
く
。
ホ
テ
ル
で
は
、
先
発
組
の
樋
日
代
表

と
沖
藤
さ
ん
に
迎
え
ら
れ
全
員
集
合
と
な
る
。

二
月
二
十
四
日

ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
市
庁
合
で
、
ス
ト

ッ
ク
ホ

ル
ム
市
国
際
部
情
報
部
長
バ
ル
バ
ラ

ｏ
オ
ウ
ル

氏

の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る
。

日
本
か
ら
の
視
察
は
ず

っ
と
男
性
が
多
か

っ

た
が
、
こ
の
と
こ
ろ
女
性
が
目
立
ち
、
男
女
平

等
が
進
ん
で
嬉
し

い
。
身
を
持

っ
て
女
性
の
パ

ワ
ー
を
感
じ
て
い
る
、
と
女
性
と
し
て
の
オ
ウ

ル
氏
の
感
想
の
あ
と
、
社
会
福
祉
の
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
が
始
め
ら
れ
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
社
会
福
祉
は
、
日
本

の
市

スウェーデンヘ向けて、いざ出発 ′

■
設
立

一
〇
周
年
記
念

ス
ウ

ェ
Ｌ
デ
ン
、

「女
と
老
い
」

セ
ミ
ナ
ト
ツ
ア
ー
報
告
①
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町
村
に
あ
た
る
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
独
立
採
算
制
と

な

っ
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
中
の
市
民
は
、

空
腹
や
病
気
な
ど
か
ら
守
ら
れ
る
。
国
に
、
社

会
福
祉
法
と
い
う
大
黒
柱
が
あ
る
が
、
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
市
町
村
の
役
割
で
国
が
規
制
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
議
会
は
九
つ
の
党
か
ら

一
〇

一
名
の
議
員
が
選
ば
れ
て
お
り
、
そ
の
う

ち
女
性
議
員
は
四
八
名
を
占
め
て
い
る
。
市
の

予
算
の
う
ち
、
五
四

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
社
会

政
策
費
、
う
ち
二
四

・
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
老
人

福
祉
費
に
充
て
ら
れ
る
。
現
在
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
高
齢
化
率
は

一
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
こ
れ

は
今
の
と
こ
ろ
世
界

一
で
あ
る
。
ス
ト

ッ
ク
ホ

ル
ム
市
で
は
六
五
歳
以
上
が
三
二
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
て
い
る
。

高
齢
者
が
で
き
る
だ
け
在
宅
で
暮
ら
せ
る
よ

う
、
六
五
万
の
人
口
に
対
し
て
五
千
人
の
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
が
活
動
し
て
い
る
。
老
人
の

一
一

パ
ー
セ
ン
ト
が
何
ら
か
の
形
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
暮
ら
し
て
い
て
、
高
齢
者

は
特
に
ヘ
ル
パ
ー
を
必
要
と
し
て
い
る
。
ケ
ー

ス
に
よ
っ
て
は

一
日
に
三
回
以
上

ヘ
ル
プ
を
受

け
、
夜
の
ケ
ア
も
必
要
と
な

っ
て
い
る
。
老
人

た
ち
の
電
話
を
受
け
る
電
話
サ
ー
ビ
ス
は
、
二

四
時
間
体
制
で
夜
中
も
対
応
、
他
に
緊
急
連
絡
、

緊
急
ベ
ル
ヘ
の
対
応
に
、
緊
急
セ
ン
タ
ー
が
、

や
は
り
二
四
時
間
体
制
で
あ
た
っ
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
生
活

の
必
要
以
外
に
同
伴
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
。
レ
ス

ト
ラ
ン
や
劇
場
へ
同
伴
し
て
も
ら
え
、
自
分
の

分
は
自
分
で
払
い
、　
ヘ
ル
パ
ー
分
は
市
が
払
う
。

交
通
機
関
と
し
て
は
、
全
タ
ク
シ
ー
の
半
分
が

車
イ
ス
対
応
。
そ
し
て
車
イ
ス
の
マ
ー
ク
の
つ

い
た
バ
ス
も
あ
る
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

は
有
料
で
、
回
数
や
収
入
に
よ
り
毎
年
そ
の
サ
ー

ビ
ス
に
応
じ
た
費
用
が
決
ま
る
。

在
宅
が
難
し
い
状
況
、
例
え
ば
住
宅
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
な
い
と
か
、
薬
を
飲
む
の
を
忘
れ

る
な
ど
の
場
合
、
老
人
住
宅
に
住
み
、
そ
こ
で

も
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
六
〇
年
代
に
、
か
つ
て
の
老
人
ホ
ー

ム
は
非
人
間
的
で
あ

っ
た
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
ハ

ウ
ス
が
造
ら
れ
た
が
、
後
期
高
齢
者
が
増
加
し
、

老
人
ホ
ー
ム
が
も
う

一
度
必
要
と
な
っ
て
き
て

い
る
。
サ
ー
ビ
ス
ハ
ウ
ス
に
は
医
療
サ
ー
ビ
ス

が
な
い
の
で
、
新
し
い
老
人
ホ
ー
ム
を
欲
し
て

い
る
。
今
は
、
サ
ー
ビ
ス
ハ
ウ
ス
建
設
は
ス
ト
ッ

プ
さ
れ
て
い
る
。
景
気
の
い
い
時
に
拡
げ
過
ぎ

た
社
会
福
祉
を
合
理
化
し
て
い
こ
う
と
し
て
き

て
い
る
が
、
景
気
が
回
復
し
て
高
福
祉
が
で
き

る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

若
い
人
の
中
で
は
、
先
ゆ
き
の
年
金
不
安
か

ら
、
民
間
の
年
金
保
険
に
入
る
人
も
あ
る
が
、

多
く
は
、
安
定
し
た
政
策
が
あ
る
な
ら
税
金
を

払
っ
て
も
い
い
、
と
考
え
て
い
る
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
の
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
も
催
さ
れ

る
と
い
う
市
庁
舎
で
、　
一
時
間
半
の
レ
ク
チ
ャ
ー

の
あ
と
、
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
サ
ー
ビ
ス

ハ
ウ
ス
ヘ
行

っ
た
。
私
の
グ
ル
ー
プ
が
訪
問
し

た
の
は
、
タ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
ハ
ウ
ス
。
普
通
の

毎日おシャレをして、生き生きした表情の
グループホーム (ス トックホルム)の方々
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ア
パ
ー
ト
と
同
じ
老
人
住
宅
、
痴
果
症
の
グ
ル
ー

プ
住
宅
、
デ
イ
ケ
ア

・
シ
ッ
ク
ホ
ー
ム
、
地
域

の
老
人
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
各
機
能
が
こ
の
サ
ー

ビ
ス
ハ
ウ
ス
に
入
っ
て
い
る
。

痴
呆
症
の
グ
ル
ー
プ
住
宅
に
は
六
人
の
老
人

が
住
ん
で
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
一
〇
人
が
三
シ
フ

ト
で
対
応
。
オ
ム
ツ
を
し
て
い
る
が
、
マ
ン
パ

ワ
ー
の
充
実
と
オ
ム
ツ
の
改
良
で
に
お
わ
な
い
。

ス
タ
ッ
フ
は
残
さ
れ
た
機
能
を
活
用
す
る
よ
う

し
む
け
て
い
る
。

シ
ッ
ク
ホ
ー
ム
は
最
終
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
な

る
。
ベ
ッ
ド
は
電
動
で
上
下
し
、
働
く
人
の
負

担
を
軽
く
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
寝
た
き

り
に
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
パ
ジ
ャ
マ
を
着
替
え

さ
せ
る
。
車
イ
ス
に
移
る
た
め
の
リ
フ
ト
が
あ

り
、　
ツ
ア
ー
参
加
者
の

一
人
が
こ
れ
に
挑
戦
、

乗
り
心
地
が
よ
か
っ
た
と
か
。

老
人
住
宅
の
マ
イ
さ
ん
の
部
屋
を
訪
問
。
二

Ｄ
Ｋ
で
六
二
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
普
通
の
ア

パ
ー
ト
と
同
じ
型
式
だ
が
、
ス
タ

ッ
フ
が
い
る

の
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
そ
う
だ
。

お
昼
は
こ
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
ビ
ー
ル
付

き
食
事
。
お
年
寄
り
も
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら

食
べ
て
い
た
。

二
月
二
十
五
日

貢
献

ストックホルム・デイセンターで

楽しそうに工作 している高齢者。

者
は
週
に
一
回
来
る
。
ホ
ビ
ー
ル
ー
ム
で
は
、

ダ
ー
ラ
ナ
地
方
特
産
の
見
事
な
木
工
製
品
を
作
っ

て
い
た
。

空
室
に
な

っ
て
い
る

ハ
ウ
ス
を
見
た
が
、
三

Ｄ
Ｋ
で
五
五
平
方
メ
ー
ト
ル
の
眺
望
の
素
晴
ら

し
い
居
室
だ

っ
た
。

エ
バ

。
プ
リ
ッ
タ

・
パ
ー
ル
ク
ヴ
ィ
ス
ト
さ
ん
の
話

仕
事
の
内
容
は
、
自
分
の
こ
と
が
で
き
る
自

宅
に
住
む
人
の
世
話
で
、
毎
朝
ス
ケ
ジ

ュ
ト
ル

を
組
み
、
十
八
年
間
地
域
で
働

い
て
き
た
。
現

在
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
。
老
人

に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
判
断
す
る
人
が
い
て
、

そ
の
サ
ー
ビ
ス
が
商
品
と
な
り
、
代
償
を
貰
う
。

マ
リ
ヤ
ウ
ー
ガ
リ
地
区
に
は
判
断
す
る
人
が
九

人
、　
ヘ
ル
パ
ー
の
詰
所
一
一五
か
所
。

ヘ
ル
プ
の
内
容
は
、
掃
除

・
洗
濯

・
入
浴

・

買
い
物

・
じ
ょ
く
そ
う
や
足
の
手
当
て

。
炊
事

。

税
金
の
申
告
等
。　
〓

一人
で
七

一
人
の
世
話
を

し
て
い
る
。

老
人
の
全
員
が
ア
ラ
ー
ム
シ
ス
テ
ム
を
腕
に

つ
け
て
い
る
の
で
、
緊
急
の
場
合
に
押
せ
ば
セ

ン
タ
ー
に
通
じ
る
。

＊

女
性
国
会
議
員
レ
ク
チ
ャ
ー

女
性
議
員
の

パ
ワ
ー
が
、福
祉
向
上
に

末
　
包
　
一房
　
子

０

¨
∽

ォ

３̈
う
０
「
く
一″
ｏ
５
　
０
０
■
く
一ｏ
ｏ
　
工
Ｃ
●

サ
ー
ビ
ス
ハ
ウ
ス
の
説
明
を
、　
マ
リ
ヤ
さ
ん

か
ら
聞
く
。
こ
の
ハ
ウ
ス
は
不
動
産
会
社
所
有

の
物
を
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
自
治
体
が
借
用
。
入

居
者
は

一
三
〇
人
で
地
域
の
人
も
自
由
に
レ
ス

ト
ラ
ン
等
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

医
療
は
県
、
看
護
婦
は
自
治
体
の
分
担
で
医
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鶉慇

ン
ヽ
”
く
【●
”
の
【
】ハ
〓
コ
∞
く
”
〓
〔社
民
党
国
会
議
員
〕

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
国
会
議
員
―
三
四
九
名

女
性
議
員
　
　
　
　
一壬

一
・
七
％

男
性
議
員
　
　
　
　
一ハ
七

・
三
％

他
の
国
と
比
べ
て
、
女
性
議
員
の
パ
ワ
ー
が

福
祉
を
良
く
す
る
た
め
に
貢
献
し
て
い
る
。

一
九
〇
〇
年
当
初
か
ら
女
性
議
員
が
い
た
。

年

金

六
十
五
歳
か
ら
全
国
民
に
基
礎
年
金
が
支
払

わ
れ
る
。

人
口
八
五
〇
万
人
の
う
ち
八
〇
万
人
が
年
金

を
貰

っ
て
い
る
。
そ
の
外
に
付
加
年
金
と
し
て
、

給
料
の
七
五
％
が
支
給
さ
れ
る
。

高
齢
化
率

一
九
五
〇
年
　
　
　
一
〇
％

一
九
九
二
年
　
　
　
一
八
％

二
〇
二
五
年
　
　
　
一
一
一
％

社
会
福
祉
法

子
供

。
若
者

。
貧
者

・
老
人
が
ど
こ
の
コ
ミ
ュ
ー

ン
に
住
ん
で
い
よ
う
と
、快
適
な
社
会
を
自
治
体

が
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
が
柱
に
な

っ
て
い
る
。

①
国
は
法
律
を
作
成

②
県
は
医
療

。
交
通

。
道
路
の
整
備

０
コ
ミ
ュ
ー
ン
は
福
祉
の
責
任
を
受
け
持
つ

昔
は
老
人
ホ
ー
ム
し
か
な
か
っ
た
が
、
現
在

は
い
く

つ
も
の
自
分
の
老
後
生
活
の
選
択
肢
が

あ
る
。

三
～
四
十
年
を
か
け
て
、
住
宅
造
り
の
た
め

改
築
費
は
公
的
負
担
で
や
っ
た
。
総
て
の
住
宅

が
数
百
年
持
つ
よ
う
な
家
造
り
に
な
っ
て
い
る
。

住
宅
政
策
の
お
か
げ
で
八
十
歳
以
上
の
六
〇
％

の
人
が
在
宅
生
活
を
し
て
い
る
。
在
宅
政
策
の

た
め
に
都
市
計
画
も
重
要
問
題
で
、
医
療
機
関

や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
交
通
機
関
が
近

く
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も
配
慮
し
て
い
る
。
交

通
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、
低
料
金
の
赤
い
バ
ス

が
巡
回
し
て
お
り
、
こ
の
パ
ス
も
利
用
で
き
な

い
老
人
に
は
バ
ス
と
同

一
料
金
で
タ
ク
シ
ー
が

使
え
る
。
こ
れ
は
、
二
十
年
程
前
に
で
き
た
シ

ス
テ
ム
だ
。
八
十
歳
以
上
の
人
の
大
多
数
が
こ

の
制
度
を
利
用
し
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

八
十
歳
以
上
の
高
齢
者
の
半
分
は
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
の
援
助
を
受
け
て
い
る
。
仕
事
の
内

容
は
様
々
。
ヘ
ル
パ
ー
に
支
払
う
料
金
の
九
〇
％

は
公
が
負
担
し
、
残
り
の
一
〇
％
が
個
人
負
担
。

防
間
看
饉
制
度

手
趙

躾

一ヲ

在
宅
で
人
生
の
最
後
を
迎
え
る
老
人
の
た
め

に
、
二
四
時
間
看
護
体
制
で
援
助
を
行
う
。
緊

急
時
の
た
め
に
腕
時
計
型
の
安
全
ベ
ル
の
シ
ス

テ
ム
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
ハ
ウ
ス

総
合
的
セ
ン
タ
ー
の
役
割
が
あ
る
。　
一
九
六

〇
年
代
ま
で
に
造
ら
れ
た
老
人
ホ
ー
ム
を
解
体

し
て
サ
ー
ビ
ス
ハ
ウ
ス
と
し
た
。
自
力
で
在
宅

生
活
が
困
難
な
人
が
入
所
し
、
孤
独
に
な
ら
な

い
で
す
む
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
プ
ラ
イ
ベ
ー

卜
な
ス
ペ
ー
ス
も
確
保
で
き
る
。

グ
ル
ー
プ
ハ
ウ
ス

個
室
は
寝
室
だ
け
で
三
食

・
ケ
ア
付
き
で
老

人
ホ
ー
ム
の
規
模
を
小
さ
く
し
た
も
の
。

今
後
の
快
適
な
住
ま
い
と
し
て
は
、
グ
ル
ー

プ

ハ
ウ
ス
が
増
加
す
る
だ
ろ
う
。

又

軋
スウェーデン・ グループホームの居室
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二
月
二
十
六
日

老
人
介
護
を
労
働
と
し
て

シ
ス
テ
ム
化
し
、

女
性

の
就
業
率

を

ア

ッ
プ

佐

橋

紀

子

こ
の
日
は
、　
一
日
中
ホ
テ
ル
で
二
人
に
よ
る

講
義
を
受
け
た
。
午
前
九
時
か
ら
は
ス
ウ

ェ
ー

デ
ン
財
務
次
官
補
長
期
財
政
展
望
担
当
の
グ
ン

ナ
ー

・
ウ
エ
ッ
タ
ー
ベ
ル
グ
さ
ん
↑
一十
九
歳
）

と
午
後

一
時
か
ら
は
女
性
団
体
フ
レ
ド
リ
カ

。

ブ
ル
ー
メ
ル
の
書
記
ウ
ラ

・
ゴ
ー
ド
フ
オ
ス

・

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
さ
ん
（四
十
六
歳
）
で
あ
る
。

事
前
学
習
で
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
で
は
、
政
治
家

や
公
務
員
に
女
性
が
多

い
こ
と
、
二
十
～
四
十

代
の
若

い
人
た
ち
が
国
の
政
策
決
定
の
重
要
な

ポ
ス
ト
に
就

い
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
す
で
に

学
ん
で
い
た
。

私
た
ち
の
目
の
前
に
現
わ
れ
た
グ
ン
ナ
ー
さ

ん
も
、
日
本
の
大
蔵
省
に
あ
た
る
部
署
で
重
責

を
負

っ
て
い
る
人
だ
が
、
そ
の
若
々
し
さ
と
物

腰
の
や
わ
ら
か
さ
で
人
を
魅
了
す
る
。

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
で
は
、　
一
九
六
〇
～
七
〇
年

に
か
け
て
女
性
議
員
が
多
く
な

っ
た
が
、
そ
れ

は
労
働
市
場
に
女
性
た
ち
が
進
出
し
始
め
た
頃

と

一
致
し
て
い
る
。

（ち
な
み
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
三
二

・
七
％
、

日
本
は
二

・
三
％
で
あ
る
）

女
性
の
就
業
率
ア
ッ
プ
の
た
め
に

「
三
つ
の

決
定
」
が
な
さ
れ
た
。

一
つ
は
税
制
の
問
題
で
、
同

一
課
税
か
ら
分

離
課
税
に
な
り
、
二
つ
に
は
育
児
体
暇
ま
た
は

両
親
保
険
で

一
二
カ
月
の
育
児
休
暇
は
有
給
と

な

っ
た
。

三
つ
に
は
保
育
園
の
充
実
で
、

一
八
カ
月
た

て
ば
子
ど
も
た
ち
は
皆
、
保
育
園
に
入
れ
る
。

一
二
カ
月
間
は
育
児
休
暇
を
と
り
、
保
育
園

へ
は

一
八
カ
月
で
入
園
す
る
子
が
多

い
。

そ
の
間
の
六
カ
月
は
、
た
め
て
お
い
た
休
暇

等
を
消
費
す
る
こ
と
で
つ
な

い
で
い
く
。

や
は
り
、
子
ど
も
の
小
さ

い
う
ち
は
、
親
の

そ
ば
に
い
る
の
が
い
い
、
と
の
考
え
方
だ
そ
う

で
あ
る
。

現
在
で
は
共
働
き
家
庭
が

一
般
化
し
、
女
性

の
八
五
％
が
就
労
し
て
い
る
。

〈
職
場
と
家
事
〉
２

九
八
四
年
）

男
　
五
七
・九
時
／
週
　
女
　
五
五
・五
時
／
週

仕
事
　
一二
九
・八
時
／
週
　
　
一
三
千
七
時
／
週

家
庭
　

一
八
。
一
時
／
週
　
　
一二
Ｔ

八
時
／
週

し
か
し
な
が
ら
、
週
労
働
時
間
を
み
る
と
、

女
性
は
男
性
よ
り
も

一
六

。
一
時
間
少
な
く
な
っ

て
い
る
。

ま
た
家
庭
に
費
や
す
時
間
を
み
る
と
、女
性
は

男
性
よ
り
も

一
三
・七
時
間
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

や
は
り
、
男
性
に
家
事
参
加
さ
せ
る
の
は
、

ど
こ
の
国
で
も
難
し
い
と
み
え
る
。

女
性
が
家
庭
に
多
く
の
時
間
を
費
や
す
分
だ

け
賃
金
も
低
く
な
り
、
男
性
を

一
〇
Ｃ
と
す
る

と
、
女
性
は
パ
ー
ト
を
含
め
る
と
六
〇
と
な

っ

て
い
る
。

老人介護の社会化が就業率アップの鍵
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女
性
の
就
労
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
不
可
欠

な
も
の
は
、育
児
と
老
人
介
護
の
社
会
化
で
あ
る
。

両
親
手
当
を
は
じ
め
と
す
る
手
厚
い
出
産

。

育
児
政
策
の
お
か
げ
で
、
出
生
率
も
二

・
τ
に

上
昇
し
、
子
ど
も
も

一
八
カ
月
に
な
れ
ば
、
保

育
所
入
園
も
み
な
可
能
と
な

っ
た
。
ま
た
老
人

介
護
に
つ
い
て
も
、　
一
九
五
〇
年
代
に
は
、
家

庭
で
女
性
が
老
人
を
看
て
い
た
が
、
介
護
を
労

働
と
し
て
シ
ス
テ
ム
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、　
一

〇
人
の
老
人
を
二
人
の
ヘ
ル
パ
ー
が
看
る
こ
と

で
、
七
人
の
女
性
が
働
く
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

家
庭
か
ら
解
放
さ
れ
た
。

最
後
に

一
九
七
〇
年
か
ら
Ｇ
Ｎ
Ｐ
は

一
～
一

ど
ま
り
の
低
い
成
長
と
な

っ
て
い
る
が
、
Ｆ

だ
け
の
福
祉
の
成
長
を
し
な
が
ら
、　
マ
イ
ナ
ス

成
長
に
な
ら
な
い
こ
と
こ
そ
評
価
す
べ
き
だ
。

そ
れ
に
は
女
性
の
労
働
力
が
大
き
な
力
に
な

っ

て
い
る
」
と
述
べ
た
、
グ
ン
ナ
ー
さ
ん
の
こ
と

ば
が
印
象
的
で
あ

っ
た
。

午
後
の
ウ
ラ
さ
ん
は
二
人
の
子
ど
も
が
い
る

が
、
離
婚
に
よ
り
、
上
の
二
人
は
父
親
と
暮
ら

し
て
い
る
。

現
在
十
二
歳
の
娘
と
二
人
暮
ら
し
だ
が
、
も

し

「幸
福
な
離
婚
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
れ
ば
、

私
た
ち
は
そ
れ
に
あ
た
る
、と
く
っ
た
く
が
な
い
。

日
本
の
場
合
、
離
婚
や
未
婚
の
母
な
ど
の
事

実
は
、
胸
を
張

っ
て
喋
れ
る
よ
う
な
状
況
に
は

な

っ
て
い
な
い
。
平
等
と
人
権
思
想
の
厚
み
と

広
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
。

ウ
ラ
さ
ん
は
フ
レ
ド
リ
カ

。
ブ
ル
ー
メ
ル
の

書
記
で
あ
る
。

一
八
八
四
年
設
立
の
こ
の
女
性
団
体
は
、
会

員
三
四
〇
〇
人
を
擁
し
、
男
女
平
等
に
関
す
る

活
動
を
し
て
い
る
。

こ
の
団
体
は
、
ど
こ
の
政
党
に
も
属
さ
ず
、

自
分
た
ち
の
意
見
を
と
り
入
れ
て
く
れ
る
政
権

と
結
び
つ
い
て
運
動
し
て
き
た
。
政
党
と
話
を

す
る
た
め
に
は
、
常
に
学
習
が
必
要
で
あ
る
。

一
九
六
〇
年
の
黄
金
時
代
に
作
ら
れ
た
福
祉

政
策
は
、
今
、
転
換
期
に
さ
し
か
か
っ
て
お
り
、

不
況
の
中
で
、
最
初
に
ク
ビ
を
切
ら
れ
る
の
は

女
性
で
あ
る
。

し
か
し
、
働
く
よ
ろ
こ
び
を
知

っ
た
女
性
は
、

も
う
家
に
は
戻
れ
な
い
。
今
後
の
活
動
が
期
待

さ
れ
る
。

男
女
賃
金
格
差
が
縮
ま
っ
た
の
は
七
〇
年
代
。

八
〇
年
代
か
ら
格
差
が
広
が
り
始
め
た
が
、
そ

の
要
因
は
①
賃
金
の
契
約
体
制
が
変
化
し
、
男

性
ほ
ど
上
手
に
自
分
を
売
り
こ
め
な
い
女
性
が

不
利
に
な

っ
た
こ
と
。
②
物
を
生
産
す
る
仕
事

の
方
が
賃
金
が
高
い
こ
と
。
女
性
に
多
い
対
人

間
の
仕
事
は
評
価
が
低
い
こ
と
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
。

世
界
的
規
模
で
の
不
況
下
の
な
か
で
、
ス
ウ
エ
ー

デ
ン
で
も
経
済
中
心
、
金
持
ち
優
遇
を
よ
し
と

す
る
自
由
主
義
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
大
幅

な
福
祉
後
退
が
な
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ

の
保
守
政
治
に
は
っ
き
リ
ノ
ー
と
い
え
る
の
は

女
性
し
か
い
な
い
と
い
わ
れ
、
女
性
党
誕
生
の

う
ね
り
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
フ
レ

ド
リ
カ

・
ブ
ル
ー
メ
ル
の
よ
う
な
女
性
団
体
の

担
う
責
任
は
大
き
く
な
る
ば
か
り
で
あ
ろ
う
。

おしゃべりを楽しみながらの食事タイム  れ %
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二
月
二
十
七
日

高
齢
者
と
障
害
者
が

ふ
つ
う
の
生
活
を
送
れ
る

社
会

の
実
現
を村

岡

洋

子

今
日
は
土
曜
日
と

い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
終

日
ホ
テ
ル
で
レ
ク
チ

ャ
ー
。
お
ま
け
に
朝
食
前

の

一
時
間
を
、
遅
れ
て
い
た
お
互

い
の
自
己
紹

介
に
充
て
、
午
後
の
部
の
終
了
時

（ほ
ぼ
十
六

時
の
予
定
）
か
ら
、
夕
食
ま
で
の

一
時
間
を
、

各
班
毎
に
分
か
れ
て
行

っ
た
研
修
の
報
告
に
充

て
る
と
い
う
過
密
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
。
ナ
ン
ト
モ

ハ
ヤ
。

た
だ
し
、
今
日
は
日
本
語
を
使

っ
て
思
い
っ

き
り
、
高
齢
者
福
祉
を
語
ろ
う
と
い
う
企
画
で

あ
る
。

午
前
中
の
レ
ク
チ

ャ
ー
は
訓
覇
法
子
さ
ん
。

数
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
情
報
の
中
で
も
、
訓
覇

さ
ん
の
お
書
き
に
な

っ
た
も
の
は
、
女
性
の
視

点
か
ら
き

っ
ち
り
と
書
か
れ
て
い
る
と
感
じ
て

い
た
の
で
、
あ
る
意
味
で
は
憧
れ
の
人
で
も
あ

り
ま
す
。

訓
覇
法
子
さ
ん
の
お
話

「
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
人
は
い
ま
幸
せ
か
」
を
書

く
時
は
、
「
日
本
人
は
い
ま
幸
せ
か
」
が
頭
の
中

に
あ

っ
た
。
人
が
幸
せ
か
ど
う
か
は
、
極
め
て

個
人
的
な
感
覚
だ
か
ら
、　
一
概
に
は
決
め
つ
け

ら
れ
な

い
が
、
弱
い
立
場
に
た

っ
た
時
、
そ
れ

を
支
え
る
社
会
的
支
援
が
き
ち
ん
と
存
在
し
て

い
る
か
ど
う
か
。
ま
た
支
援
を
受
け
る
高
齢
者

や
障
害
者
の
視
点
か
ら
見
て
い
る
か
ど
う
か
が
、

福
祉
国
家
と
し
て
の
要
素
と
な

っ
て
い
る
。
目

に
見
え
る
福
祉
の
形
で
な
く
、
な
ぜ
そ
う
な

っ

た
の
か
の
原
因
ま
で
考
え
て
ほ
し
い
。

国
家
が
国
民
の
福
祉
に
完
全
に
責
任
を
持
ち
、

ま
ず
第

一
に
安
全
で
あ
る
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

障
害
に
出
合

っ
た
時
に
安
心
し
て
生
き
て
い
け

る
社
会
を

つ
く
る
こ
と
が
政
治
の
目
的

。
理
念

で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
る
も
の
は
、
平
等
と
連

帯
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
の
継
続
で
あ
る
こ
と

を
理
解
し
て
、
日
本
に
は
日
本
に
ふ
さ
わ
し
い

福
祉
を

つ
く

っ
て
ほ
し
い
、
と
述
べ
ら
れ
た
。

五
年
前
に
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
を
訪
れ
た
時
、
私

自
身
の
未
熟
さ
も
あ

っ
て
、
毎
日
ど
こ
ろ
か
、

日
に
何
回
も
の
ヘ
ル
パ
ー
訪
間
や
訪
間
看
護
が

あ
る
こ
と
に
、
と
て
も
驚
い
た
も
の
で
あ
る
。

デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
や
ケ
ア

ハ
ウ
ス
も
ま
だ

当
時
の
日
本
に
は
な
く
、
た
だ
ひ
た
す
ら
眩
し

い
も
の
と
感
心
し
、
シ
ュ
ク

ヘ
ム
を
生
活
の
場

に
、
と
い
う
試
み
に
感
嘆
し
、
こ
れ
ら
の
制
度

が
高
齢
者
と
障
害
者
に
、
ふ
つ
う
の
暮
ら
し
と

継
続
性
を
保
障
す
る
た
め
と
い
う
思
想
に
感
激

し
て
い
た
。

老人ホームのリハピリ風景、キメ細かい工夫が考案されている
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そ
の
時
に
比
べ
れ
ば
、
今
の
日
本
に
は
こ
れ

ら
の
名
称
も
施
設
や
制
度
も
、
す
で
に
身
近
に

存
在
し
、
そ
れ
ほ
ど
驚
か
な
く
な

っ
て
い
る
。

た
だ
、
そ
れ
が
本
当
に
高
齢
者
の
人
権
を
保
障

す
る
役
割
を
果
た
す
機
能
を
持

っ
て
い
る
の
か
、

量
的
に
十
分
な
の
か
、
訓
覇
さ
ん
の
お
話
は
、

そ
う
い
っ
た
私
達

へ
の
、
極
め
て
シ
ビ
ア
で
適

切
な
助
言
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
。

|ミ

ヽ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

午
後
か
ら
は
山
井
和
則
さ
ん
、
高
橋
た
か
子

さ
ん
、
馬
場
寛
さ
ん
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か

れ
た
。

高
橋
た
か
子
さ
ん
の
縦
横
無
尽
の
活
躍
で
、

お
話
は
女
性
問
題
、
教
育
問
題
、
老
人
間
題
か

ら
環
境
問
題
ま
で
幅
広
く
語
ら
れ
、
興
味
深

い

反
面
、
私
な
ど
は
ぐ
る
ぐ
る
廻
る
渦
巻
き
の
中

で
目
を
回
し
て
し
ま
い
そ
う

（詳
し
く
は
レ
ポ
ー

ト
を
お
読
み
下
さ

い
）
で
あ

っ
た
。

福
祉
現
場
で
働

い
て
い
る
馬
場
さ
ん
や
山
井

さ
ん
か
ら
、
現
実
の
制
度
や
変
化
を
も
う
少
し

聞
き
た
い
と
い
う
思
い
が
残

っ
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
人
に
と

っ
て
示
唆
の
多
い
お
話
で
あ

っ
た

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
は
、
日
本
の
現
状
を
よ
く
見
据
え
て
、

日
本
に
は
日
本
独
自
の
福
祉
の
あ
り
方
を
探

っ

て
下
さ
い
、
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
し
め
く
く
ら

れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
少
し
延
長
し
た
の
と
、
三

人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
を
囲
ん
で
の
話
も
尽
き
ず
、

こ
の
後
四
時
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
Ａ
、
Ｂ
、

Ｃ
各
班
の
報
告
会
は
、
賛
否
を
取
り
、
中
止
派

二

一
人
、
や
り
ま
し
ょ
う
派

一
五
人
で
中
止
に

老人ホームの中に美容室があり、気軽に利用されている

な

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
昨
夜
か
ら
が
ん
ば
っ
て
準
備
し

た
人
も
あ
り
、
他
の
班
の
報
告
を
ぜ
ひ
聞
き
た

い
、
と
い
う
声
も
あ

っ
て
、
夕
食
の
た
め
に
出

か

け

た

中

華

料

理

店

。

Ｉ

Ｎ

Ａ

。
Ｓ

Ｋ

Ｅ

Ｐ

Ｐ

Ｓ
Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
の
夕
食
の
時
間
の
中
で
報
告
会
を

持
つ
こ
と
に
な
り
、
各
報
告
者
の
お
話
に
耳
を

傾
け
ま
し
た
。

今
夜
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
最
後
の
夜
、
明
日

は
、　
ワ
シ
ン
ト
ン
ヘ
向
け
て
出
発
で
す
。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

老人ホームの食堂。職員がレストランのようにサービスを
している
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曇 _ 日本人と老い 量
警           ~~富磐層績湾

れる       :
)認識が必要一   雪

①
⑬

警   J JJご み 畿 卜 礼 LL                   総⑬
翁
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⑬ 翁
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⑬

こ で あ が う 老 尊  か て  な
蟄
｀
る 威 で
L敬
東 ら

｀
と り 日

:fg景曇:よそ :[ I
①
ω
ω

§電E言謹
お '85丸 業

∨

警[:〔
'警

執 第 ⌒ 生
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に 江 送 早
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歩  ° 学
賞 '80 法

使
う
が
、
日
本
人
向
け
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
除
け

ば
、
全
部
洗
い
箸
で
あ
る
。
日
本
人
は
洗
い
箸

を
な
ん
と
な
く

「キ
タ
ナ
イ
」
と
思
う
。
こ
の

「キ
タ
ナ
イ
」
と
い
う
感
覚
が
曲
者
で
、
こ
れ

が

「信
仰
」
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
神
道

（原
始
神
道
）
の
根
本
原
理
の

一
つ

「
ケ
ガ
レ
」
と
い
う
感
覚
だ
。
日
本
人
に

と
っ
て
は

「
ケ
ガ
レ
」
は
敵
で
、
こ
の
ケ
ガ
レ

キ
ョ
メ
る
た
め
に
行
う
の
が
ミ
ソ
ギ
で
あ
る
。

そ
し
て
困
っ
た
こ
と
に
、
「老
い
」
も
ケ
ガ
レ

の
中
に
入
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
神
道
で
は
、

古
く
な
っ
た
神
社
を
次
々
に
使
い
捨
て
に
す
る
。

こ
れ
を
常
若
の
思
想
と
い
う
。
何
年
か
に

一

度
、
ス
ク
ラ
ッ
プ

ｏ
ア
ン
ド

・
ビ
ル
ド
で
古
い

も
の
は
追
放
す
る
。
そ
れ
が
日
本
人
の

「老
い
」

に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
な
の
だ
。

ま
ず
、
こ
う
い
う
信
仰
が
日
本
人
の
心
の
底

に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

す

べ
て
は
そ
れ
か
ら
始
ま
る
。
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グ
ル
ー
プ
紹
介
＝
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こ
ん
に
ち
は
、
響
同
齢
化
社
会
を
よ
く
す
る
女

性
の
会
。
Ｗ
Ｌ
一
．■
頌
Ｐ

で
す
ｏ
名
称
が
ち
ょ
っ

と
長
い
の
で
す
が
、
歩
き
は
じ
め
て
や
っ
と

一

年
で
す
。

県
内
に
は
大
先
輩
の

「高
齢
化
社
会
を
よ
く

す
る
北
九
州
女
性
の
会
」
が
あ
り
ま
す
が
、
私

た
ち
の
会
は
北
九
州
地
区
を
除
く
、
県
内
各
地

で
、
い
ろ
ん
な
立
場
で
活
動
し
て
い
る
女
性
二

〇
名
程
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
日
、
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
が
主
催
し
た

「宗

像
地
区
手
を

つ
な
ぐ
女
性
の
つ
ど
い
」
で
は
、

樋
口
代
表
を
お
迎
え
し
て

「
二
十

一
世
紀
を
よ

り
よ
く
生
き
る
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
講
演
じ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

代
表
は

″
風
邪
で
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
″
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
始
ま
る
と
、

千
人
余
り
の
聴
衆
は
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
話
し

ぶ
り
に
引
き
込
ま
れ
、
予
定
の
時
間
が
大
幅
に

過
ぎ
て
も
誰

一
人
と
し
て
中
座
す
る
こ
と
も
な

く
、
終
わ

っ
て
か
ら
の
大
き
な
拍
手
は
そ
の
満

足
度
を
は
か
る
に
十
分
な
も
の
で
し
た
。

福 名会 目
高齢化社会をよ くする女性の会・ Wing福岡

代表 西原桂子

ま
た
代
表
は
、
夜
、
別
会
場
で
行
政
主
催
の

講
演
会
。
テ
ー
マ
は

「
サ
ザ
エ
さ
ん
に
見
る
戦

後
生
活
史
」
で
し
た
。
樋
日
代
表
は

「
サ
ザ
エ

さ
ん
」
を
研
究
し
て
お
り
、
近
々
サ
ザ
エ
さ
ん

を
テ
ー

マ
に
書
か
れ
た
本
を
出
版
予
定
だ
そ
う

で
す
。
ち
ら

っ
と
聞
い
た
だ
け
で
も
興
味
津
々
。

期
待
し
て
待

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
講
演
ま
で
の
合
間
に
、
代
表
と
会
員
で

夕
食
会
を
も
ち
、
会
員
相
互
の
情
報
交
換
や
現

場
で
の
悩
み
な
ど
に
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

い

た
だ
き
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

将
来
、
会
員
が
い
っ
ぱ

い
に
増
え
て
、
名
実

と
も
に

″
福
岡
Ｗ
ｉ

ｎ
ｇ
″
に
な
れ
る
よ
う
、

遅
々
と
し
た
歩
み
な
が
ら
続
け
て
ゆ
き
た
い
と

思

っ
て
い
ま
す
。

九
州
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
き
た
い
で
す
ね
。

他
の
地
区
、
特
に
九
州
各
県
の
み
な
さ
ま
の
ご

指
導
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（事
務
局
／
飯
田
恒
美
）

標
は
、

員
が
増
え

実
と
も

岡
Ｗ
ｉ

ｎ
ｇ
に
ノ
・
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リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
⑦

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

涎涎

コ
レ
ク
テ
イ
ブ

・
ハ
ウ
シ
ン
グ
は
　
　
　
　
結

理
想
の
館
に
な
る
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
絡

東
京
大
学
教
員
　
　
　
　
　
　
結

上
野
千
鶴
子
　
　
結涎

際
毅
毅
涎
涎
涎
際
野
際
殺
涎
涎
殺
涎
糸
涎
涎
涎
際
涎
際
涎
絡
殺
殺
絡
際
涎
涎
涎
際
涎
豫
際
涎
豫
毅
離
継

落
合
恵
子
さ
ん
の

『偶
然
の
家
族
』
の
よ
う
　
　
　
持
ち
に
は
、
永
遠
の
も
の
が
あ
る
よ
う
だ
。

に
、
血
縁
が
な
く
て
も

「家
族
」
と
い
う
あ
り
　
　
　
　
血
縁
に
よ
ら
な
い
家
族
の
住
ま
い
方
に
、　
コ

方
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
親
密
な
間
柄
を
親
子
　
　
　
レ
ク
テ
ィ
ブ

・
ハ
ウ
ジ
ン
グ

（居
住
共
同
体
）

や
き
ょ
う
だ
い
の
よ
う
な
血
縁
の
メ
タ
フ
ァ
ー
　
　
　
が
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
で
は
、
大

で
呼
ぶ
よ
う
に
、
「家
族
」
を
求
め
る
人
間
の
気
　
　
　
き
な
家
や
ア
パ
ー
ト
に
、
シ
ン
グ
ル
や
カ
ッ
プ

ル
や
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
が
何
組
か
住
ん
で
、
食

事
や
子
育
て
を
共
有
し
て
い
る
。
ほ
ん
も
の
の

家
族
と
違

っ
て
、
結
成
も
解
散
も
自
由
。
イ
ヤ

に
な
れ
ば
出
て
い
け
ば
い
い
。

コ
レ
ク
テ
ィ
プ

・
ハ
ウ
ジ
ン
グ
は
、
「自
立
し

た
個
人
の
共
同
体
」
だ
ろ
う
か
？
　
ほ
ん
と
う

を
言
え
ば

「自
立
し
た
個
人
」
は
わ
ざ
わ
ざ
居

住
共
同
体
を
つ
く
る
ま
で
も
な
い
。
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
の
よ
う
に
、
依
存
的
な
他
者
を
か
か
え

て
、
自
立
ｔ
て
は
暮
ら
し
て
い
け
な
い
人
が
、

一
九
四
八
年
、
富
山
県
生
ま
れ
。
京
都
大
学
大

学
院
社
会
学
博
士
課
程
修
了
。
東
京
大
学
教
員
。

必
要
に
迫
ら
れ
て
つ
く
る
の
が
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ

・

ハ
ウ
ジ
ン
グ
で
あ
る
。

子
育
て
は
と
も
か
く
、
老
後
は
ど
う
な
る
の

だ
ろ
う
？
　
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
た
人
た
ち
の

間
で
も
、
誰
か
が
寝
た
き
り
に
な

っ
た
り
、
ポ

ケ
た
り
し
た
ら
、
ふ
だ
ん
は
疎
遠
な
親
族
を
呼

ん
だ
り
す
る
と
問
く
。
お
互

い
自
立
し
て
い
る

時
に
は
成
り
立

つ
友
情
が
、　
い
ざ
と
い
う
時
の

助
け
合

い
に
つ
な
が
ら
な
い
の
は
情
け
な
い
。

元
気
な
う
ち
は

一
人
ひ
と
リ
ワ
ン
ル
ー
ム
マ

ン
シ
ョ
ン
に
で
も
住
ん
で
い
れ
ば
い
い
。
依
存

的
な
他
者
を
か
か
え
こ
ん
だ
時
に
、
は
じ
め
て

問
題
に
な
る
共
同
性
に
、　
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ

・
ハ

ウ
ジ
ン
グ
は
答
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
子
の
な

い
老
後
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
私
に
は
、

切
実
な
問
題
で
あ
る
。

「老
後
は
ど
う
す
る
の
？
」
と
迫
る
友
人
に
は
、

こ
う
答
え
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

「
子
ど
も
が
あ

っ
て
も
な
く
て
も
状
況
は
同
じ
。

子
ど
も
は
ア
テ
に
な
ら
な

い
わ
よ
。
」

血
縁
に
よ
ら
な
い
家
族
に
と

っ
て
、
老
人
介

護
こ
そ
が
真
価
を
問
わ
れ
る
正
念
場
で
あ
る
。

＊

（次
回
は
井
上
治
代
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
）
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『
ス
ウ

エ
ー
デ

ン
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
物
語
』

パ
ル
プ
ロ

。
ベ
ツ
ク

・
フ
リ
ス
著

ホ
ル
ム
麻
植
佳
子
監
訳
、
近
澤
貴
徳

・
山
井
和
則
訳

定
価

一
七
〇
０
円

本
書
は
、
バ
ル
ツ
ァ
ゴ
ー
デ
ン
と
い
う
痴
呆

性
老
人
向
け
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
三
年
間
の
ル

ポ
ル
タ
ー
ジ

ュ
で
あ
る
。
今
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

で
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
痴
呆
性
老
人
ケ
ア
の

切
り
札
と
し
て
ぃ
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
。
過

去
五
年
間
の
間
に

一
二
五
〇
か
所

（九
二
〇
〇

人
分
）
も
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
建
設
さ
れ
、

老
人
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
の

一
角
に
は
必
ず
と

言

っ
て
い
い
ほ
ど
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
併
設

さ
れ
る
ま
で
に
な

っ
た
。
そ
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
ブ
ー
ム
の
も
と
と
な
っ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

バ
ル
ツ
ァ
ゴ
ー
デ
ン

（家
庭
的
な
雰
囲
気
と

優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
と
、
心
地
よ
く
古
風
な

一
〇

部
屋
の
住
宅
）
で
、
八
人
の
痴
果
性
老
人
が
試

験
的
に
新
し
い
形
態
の
グ
ル
ー
プ
ケ
ア
を
う
け

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
投

薬
が
減
り
、
オ
ム
ツ
の
必
要
が
な
く
な
り
、
痴

果
性
老
人
の
表
情
は
明
る
く
な

っ
た
。
グ
ル
ー

プ
ケ
ア
に
よ
り
、
痴
呆
症
状
が
や
わ
ら
ぐ
こ
と

が
発
見
さ
れ
た
の
だ
。
バ
ル
プ
ロ
・
ベ
ッ
ク

・

本
の
紹
介

さＦ
Ｆ
Ｆ
ト
ト
ト
ト

フ
リ
ス
医
師
と
彼
女
の
仲
間
た
ち
の
画
期
的
な

試
み
を
学
ぶ
た
め
に
、
世
界
中
か
ら

一
万
人
以

上
の
医
療

・
福
祉
専
門
家
が
バ
ル
ツ
ァ
ゴ
ー
デ

ン
を
訪
れ
て
い
る
。

原
書
の
翻
訳
だ
け
で
は
な
く
、
巻
末
に
は
私

が
四
〇
ペ
ー
ジ
に
わ
た

っ
て
、
解
説
や
私
自
身

の
バ
ル
ツ
ァ
ゴ
ー
デ
ン
訪
間
記
を
書
き
加
え
、

日
本
人
読
者
に
わ
か
り
や
す

い
も
の
と
し
た
。

注
文
は
、
ふ
た
ば
書
一房

（
密
〇
七
五
―
四
三

二
―
四

一
八

一
）

へ
直
接
お
願
い
し
ま
す
。

（山
井
和
則
記
）

☆
全
労
済
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
集
☆
刊
行
′

『女
性
が
拓
く
日
本
の
福
祉
Ｌ

一
冊

・
五
百
円
）

（郵
送
の
場
合

　

一
冊

。
六
百
円
）

デ
ン
マ
ー
ク
前
福
祉
大
臣
オ
ー
セ

。
オ
ー
ル

セ
ン
女
史
を
迎
え
て
の
国
際
シ
ン
ポ
に
は
当
会

か
ら
パ
ネ
ラ
ー
に
袖
井
孝
子
氏
、
ま
と
め
は
樋

口
代
表
、
総
合
司
会
に
沖
藤
典
子
氏
が
出
演
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
大
熊
由
紀
子
氏
。

充
実
し
た
内
容
を
分
か
り
や
す
く
編
集
し
て

あ
り
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
活
動
の
教
材
な
ど
と
し

て
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

※
お
申
込
は
、

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
当
会
事
務

局
ま
で
。

鐵

層
壼

★
第
十
二
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、　
一
九
九
二
年

九
月

一
日

（水
）
、
十
回
シ
ン
ポ
会
場
と
同
じ

虎
ノ
門
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
決
ま
り
ま

し
た
。
み
な
さ
ま
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

★
年
会
費

（
一
九
九
二
年
四
月
～

一
九
九
四
年

二
月
分
）
の
振
込
用
紙
を
同
封
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
途
中
入
会
の
方
は
調
整
し
て
あ
り

ま
す
。
ご
確
認
の
上
、
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

振
込
用
紙
の
な
い
方
は
領
収
済
で
す
。
ご
不
明

の
点
は
事
務
局
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

★
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
は
二
月
二
十
四
日

（月
）
、

午
前
十

一
時
～
午
後
四
時
で
す
。
多
く
の
方
の

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

★
二
月
の
例
会
は
総
会
準
備
と
理
事
会
開
催
の

た
め
、
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ホ

六
月
五
日

（土
）
の
総
会
で
ま
た
、
全
国
の

会
員
の
み
な
さ
ま
に
お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
（中
島
民
恵
）

通かスウェーデンから本の紹介です
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